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明
る
く
豊
か
で
安
心
し
て
住
め
る

町
づ
く
り
を
目
指
す
関
谷
町
長
は
、

皆
さ
ん
の
声
を
町
づ
く
り
に
生
か
し

た
い
と
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も

日
程
の
調
整
を
し
な
が
ら
町
民
対
話

集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、
夏
の
部
は
木
和
田
原
・
竹
所
集

落
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
莇
平
、

仙
納
、
桐
山
、
海
老
・
東
山
、
太
平
、

菅
刈
の
七
か
所
に
お
い
て
行
わ
れ
、

多
数
の
参
加
者
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ

行
政
に
対
す
る
率
直
な
ご
意
見
や
、

ご
要
望
を
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

：＝小さなi；…》ぶやき『

それは・…

住みよい町づくり」の

　　　出匡発…点豆佐

《夏の部》

と
か
で
き
ま
し
た
。

　
対
話
集
会
は
、
午
後
七
時
半
か
ら

始
ま
り
、
ま
ず
、
町
長
が
最
近
の
町

政
全
般
に
つ
い
て
の
考
え
を
述
べ
な

が
ら
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
七
月
中
旬
の
豪
雨
災
害
の
状
況
や

国
県
道
の
改
良
、
高
規
格
道
路
、
克

雪
住
宅
、
ほ
く
ほ
く
線
、
下
水
道
を

始
め
環
境
整
備
、
農
業
、
老
人
福
祉
、

観
光
や
城
川
ダ
ム
な
ど
公
共
事
業
に

つ
い
て
の
現
状
を
、
約
四
十
分
間
に

渡
り
紹
介
し
た
の
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ご
意
見
で
の
対
話
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
こ
の
集
会
の
内
容

（
要
旨
）
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
類
似
の

問
題
等
は
早
い
開
催
会
場
に
掲
載
し

割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

嫌

靴無

回
木
和
田
原
～
儀
明
間
を
、
本
年

度
か
ら
除
雪
で
き
な
い
か
？

繍
園
現
在
の
と
こ
ろ
無
理
で
あ
る
が
、

将
来
、
温
泉
施
設
の
完
成
等
状
況
に

よ
っ
て
は
考
え
て
み
た
い
。

圓
国
道
四
〇
三
号
の
歩
道
除
雪
を
。

　
團
土
木
事
務
所
の
話
で
は
、
歩
道

除
雪
の
延
長
も
伸
び
て
き
て
い
る
が
、

現
段
階
で
は
無
理
と
の
こ
と
で
す
。

回
県
立
松
代
病
院
が
十
日
町
病
院

に
吸
収
さ
れ
る
と
聞
い
て
心
配
だ
が
。

　
團
県
の
病
院
局
長
は
、
へ
き
地
医

療
機
関
と
し
て
存
続
す
る
と
い
っ
て

い
る
し
、
松
代
病
院
も
今
年
機
器
を

導
入
し
医
療
を
充
実
す
る
そ
う
で
す

が
中
核
医
療
体
制
ま
で
は
困
難
で
す
。

【
國
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
る
園
児
の

蕪

送
迎
は
保
育
園
ま
で
延
長
で
き
な
い

か
。　

團
送
迎
は
原
則
と
し
て
保
護
者
の

責
任
で
あ
る
が
、
バ
ス
を
管
理
す
る

教
育
委
員
会
と
相
談
し
て
み
た
い
。

回
町
か
ら
集
落
へ
配
属
の
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
は
十
年
を
経
過
し
、
維
持
費

が
高
騰
し
て
い
る
。
　
一
部
で
い
い
か

ら
補
助
で
き
な
い
か
。

騨
幽
導
入
時
、
維
持
費
は
集
落
と
い

う
条
件
で
あ
っ
た
の
で
で
き
な
い
。

な
お
、
廃
止
し
た
い
時
は
役
場
へ
連

絡
願
い
た
い
．

回
小
型
投
雪
機
の
配
置
を
。

國
　
希
望
さ
れ
た
集
落
か
ら
計
画
的

に
配
置
貸
付
し
て
い
る
。
維
持
管
理

費
は
各
集
落
の
負
担
で
す
。

回
合
併
処
理
浄
化
槽
は
家
屋
の
床

面
積
で
大
き
さ
が
決
め
ら
れ
て
し
ま

う
が
緩
和
策
は
な
い
か
。
ま
た
、
一

般
浄
化
槽
を
合
併
槽
に
転
用
で
き
な

い
か
。
補
助
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

國
法
令
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で

緩
和
策
は
な
い
だ
ろ
う
。
（
そ
の
後
、

念
書
を
提
出
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
緩

和
さ
れ
る
と
い
う
県
の
回
答
あ
り
）

一
般
槽
を
合
併
槽
に
転
用
は
で
き
な

い
。
標
準
工
事
費
の
八
十
％
を
補
助
。

回
大
島
地
内
の
災
害
で
頸
城
バ
ス

が
交
通
止
め
と
な
っ
て
い
る
。
交
通

弱
者
が
い
る
の
で
善
処
願
い
た
い
。

國
一
折
り
返
し
運
転
を
要
望
し
た
い
。

（
八
月
八
日
ま
で
町
が
代
替
バ
ス
を

運
行
）

萎回
農
道
の
砂
利
補
給
は
毎
年
お
願

い
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
豪
雨
で
ひ

ど
い
状
況
で
す
。
今
年
だ
け
で
も
補

給
量
を
引
き
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

∞∞
團
原
材
料
費
は
最
近
増
額
し
て
い

る
の
で
難
し
い
。
集
落
間
で
調
整
を

し
て
対
処
願
い
た
い
。

回
町
単
圃
場
整
備
の
分
・
合
筆
が

未
済
で
す
。
持
ち
分
登
記
に
何
か
良

い
方
法
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

翻
躍
専
門
家
に
相
談
す
る
の
が
一
番

か
と
思
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、

相
当
な
金
額
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

回
芝
峠
温
泉
の
無
料
券
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
月
一
回
で
も
バ
ス

の
運
行
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

國
一
金
曜
日
に
集
中
す
る
と
廻
り
き

れ
な
い
の
で
検
討
し
て
み
た
い
。
十

人
以
上
で
あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
の
で
、

電
話
で
連
絡
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

回
砂
防
工
事
や
町
道
の
横
断
樋
管
、

橋
も
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
対
応
を
。

㎝
團
砂
防
工
事
は
土
木
に
要
望
し
ま

す
し
、
町
道
も
も
う
じ
き
県
道
に
昇

格
す
る
の
で
併
せ
て
要
望
し
ま
す
。
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回
　
ス
ー
パ
i
特
急
は
停
る
の
か
。

騨
躍
そ
れ
な
り
の
条
件
が
な
い
。

回
太
平
で
も
下
水
道
の
積
立
を
始

め
た
が
、
利
用
料
金
は
ど
の
く
ら
い
か
。

騨
躍
合
併
処
理
浄
化
槽
程
度
で
す
。

回
で
き
る
だ
け
安
く
し
て
ほ
し
い
。

㎝
闘
基
本
料
金
は
千
五
百
円
程
度
で
、

超
過
料
金
は
水
道
料
金
の
七
割
程
度
。

回
加
入
金
や
そ
の
他
の
費
用
は
？

騨
囲
加
入
金
は
三
十
万
円
程
度
、
そ

の
ほ
か
個
人
差
は
あ
る
が
、
七
～
八

十
万
円
く
ら
い
か
か
る
の
で
は
な
い
か
。

回
就
業
場
所
の
確
保
に
行
政
主
導

で
新
し
い
産
業
な
り
特
産
品
の
開
発

を
。國

皿
具
体
的
な
事
業
な
り
、
案
が
あ

っ
た
ら
役
場
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

回
広
域
消
防
が
十
日
町
圏
に
合
併

す
る
こ
と
が
認
可
さ
れ
た
と
聞
く
が
。

國
囲
確
か
に
認
可
さ
れ
た
が
、
難
し

い
問
題
も
あ
り
簡
単
に
い
か
な
い
。

圓
仙
納
・
蓬
平
線
の
舗
装
を
中
山

間
地
総
合
整
備
事
業
で
で
き
な
い
か
。

（
こ
の
他
、
仙
納
・
田
代
線
の
改
良

促
進
や
舗
装
、
仙
納
橋
の
架
替
え
、

農
免
農
道
の
早
期
着
工
な
ど
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。
）

鵬
一
い
ろ
い
ろ
な
事
業
で
可
能
な
と

こ
ろ
か
ら
、
ま
た
、
財
政
を
見
な
が

ら
順
次
や
り
た
“
と
思
い
ま
す
。

回
戦
後
五
十
年
事
業
の
計
画
は
？

國
一
特
に
な
い
。
遺
族
会
主
催
の
計

画
が
あ
れ
ば
お
手
伝
い
し
た
い
。

圓
戸
数
が
減
っ
て
町
道
の
維
持
管

理
が
大
変
。
町
の
援
助
を
願
い
た
い
。

國
　
こ
の
集
落
だ
け
で
な
く
、
町
全

体
の
問
題
で
あ
る
。

回
老
人
福
祉
施
設
（
特
養
）
の
計

画
を
立
て
、
早
期
実
現
を
願
う
。

圃
計
画
は
あ
る
の
で
努
力
す
る
。

圓
松
代
の
歩
道
用
の
花
壇
の
撤
去
を
。

騨
　
車
に
は
じ
ゃ
ま
だ
が
、
歩
行
者

に
と
っ
て
必
要
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

回
豪
雨
に
よ
る
家
屋
へ
の
被
害
で
、

一
戸
が
移
転
し
た
り
、
　
一
戸
が
危
険

な
状
態
。
住
民
は
不
安
で
あ
る
。

鰯
囲
関
係
機
関
に
復
旧
の
お
願
い
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

圓
道
ぶ
し
ん
が
大
変
に
な
っ
て
い

る
が
、
側
溝
に
蓋
を
か
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
幅
員
も
と
れ
る
が
ど
う
か
っ

　
闘
崩
れ
た
箇
所
を
最
優
先
し
、
他

は
年
次
計
画
で
改
良
し
て
い
き
た
い
。

回
砂
防
工
事
の
促
進
と
下
山
・
海

老
間
に
待
避
所
を
。
ま
た
、
集
落
内

の
急
傾
斜
道
路
と
見
通
し
の
悪
い
カ

ー
ブ
を
改
良
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

國
　
後
日
、
現
場
を
見
て
検
討
し
ま
す
。

回
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
計
画
は
？

國
心
保
健
医
療
福
祉
計
画
で
は
平
成

十
二
年
度
に
建
設
予
定
だ
が
、
国
県

の
補
助
金
が
無
け
れ
ば
難
し
い
。

　　　　　　回　　　　圏　　　回　麗回

克
雪
住
宅
補
助
金
制
度
の
存
続
を
。

努
力
し
ま
す
。

芝
峠
に
「
バ
ス
待
ち
合
い
所
」
を
。

検
討
し
て
み
た
い
。

県
道
改
良
工
事
の
促
進
と
、
な

だ
れ
危
険
個
所
の
見
廻
り
強
化
を
。

　　　　　　國　　　　圓　　　圏　回圏

県
に
要
望
し
ま
す
。

農
道
の
町
道
昇
格
を
要
望
し
ま
す
。

町
道
へ
の
昇
格
は
難
し
い
。

芝
峠
に
薬
用
風
呂
の
予
定
は
？

そ
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

回
居
村
線
の
改
良
促
進
と
、
会
沢

ま
で
の
無
雪
化
、
川
沿
い
の
農
道
の

横
断
樋
管
の
伏
替
え
、
松
苧
神
社
参

道
の
橋
の
修
繕
を
要
望
し
ま
す
。

國
一
現
地
を
調
査
し
、
検
討
し
ま
す
。

会
沢
ま
で
の
無
雪
化
は
現
実
的
で
な

い
の
で
難
し
い
．

回圏力ぎ回

防
火
用
水
池
が
漏
水
し
て
い
る

現
場
を
調
査
し
、
対
応
し
ま
す
。

公
民
館
裏
の
ブ
ナ
林
を
公
園
ま

た
は
災
害
に
備
え
て
の
避
難
場
所
に
。

瞬
　
い
ろ
い
ろ
な
補
助
制
度
が
あ
る

の
で
、
用
地
が
解
決
で
き
れ
ば
相
談

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
連
日
の
猛
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

七
会
場
に
参
加
さ
れ
た
二
百
人
近
く

の
方
に
は
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
来
月
か
ら
秋
の
部
と
し
て
、
小
荒

戸
、
田
沢
、
清
水
、
寺
田
、
福
島
の

六
会
場
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
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こ
の
数
字
〃
あ
畷
夢
考
え
ま
す
か
？

　
左
と
下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
松
代
町
で
は
近
年
、
交
通
事
故
が

増
え
続
け
、
東
頸
城
郡
内
で
は
と
う

と
う
ワ
ー
ス
ト
一
位
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
毎
日
、
テ
レ
ビ
や
新
聞

で
報
道
さ
れ
る
事
故
も
他
人
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
事
故
の
危
険
は
い
た

る
と
こ
ろ
に
ひ
そ
ん
で
い
ま
す
。

　
悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
身
を
守
る

に
は
、
運
転
時
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や

松代町における交通事故発生状況（8月22日現在）

ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
装
着
な
ど

は
も
ち
ろ
ん

歩
行
者
の
方

も
日
ご
ろ
か

ら
交
通
法
規

を
守
り
、
不

名
誉
な
記
録

を
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
ね
ば
な
／

離 物損難鹸 太灘纂敵 難鞍 傷讃 薩難難故霞

獲盤 40件 10件 0 13

賛＄ 74件 18件 2 20 6／1510／30

難纏 48件 16件 1 15 1／5

鍵懸 47件 21件 2 26 4／9　8／6

懸縷 55件 32件 1 49 10／13

欝驚 31件 21件 1 27 8／11

※平成5年4月9日を除き、ほかの全ての死亡事故は、国道253
号で発生しています。

東頸城郡内　町村別人身事故発生状況

準 瓢村犠 松飛購 幾塚駆 松斑鐵購 潮懸村 叢麟叢 牧　灘

欝
＄
蕪

件　数 18件 9件 7件 22件 11件 7件

（死者）

　傷者

　（2）

　　20

　（0）

　　12

　（1）

　　8

　（1）

　　23

　（1）

　　20

　（O）

　　8
欝
蓬
藩

件　数 16件 16件 12件 36件 7件 12件

（死者）

　傷者

　（1）

　　15

　（O）

　　21

　（1）

　　12

　（2）

　　44

　（1）

　　8

　（0）

　　15

懸
懸
蘂

件　数 21件 14件 10件 21件 13件 9件

（死者）

　傷者

　（2）

　　26

　（0）

　　17

　（O）

　　12

　（0）

　　26

　（1）

　　17

　（0）

　　10

磯
鰯
華

件　数 32件 10件 10件 30件 11件 13件

（死者）

　傷者

　（1）

　　49

　（0）

　　12

　（0）

　　17

　（1）

　　33

　（1）

　　14

　（O）

　　16

／
り
ま
せ
ん
．

　
　
地
震
や
台

風
な
ど
、
人

　
間
の
力
で
防

　
げ
な
い
こ
と

　
は
た
く
さ
ん

　
あ
り
ま
す
か

交
通
事
故
や

　
火
災
は
そ
の

　
気
に
な
れ
ば

防
げ
ま
す
。

　
『
安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り
』

か
け
声
や
、
一
人
だ
け
の
努
力
で
は

と
う
て
い
達
成
で
き
ま
せ
ん
。

　
『
本
気
で
挑
戦
、
交
通
安
全
』

　
ご
自
分
や
ご
家
族
、
地
域
の
た
め

に
も
、
皆
様
の
日
ご
ろ
か
ら
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

万一の

事故に備えて

自賠責保険

もれなく加入を．グ

　
ミ
ニ
バ
イ
ク
（
原
動
機
付
自
転
車
）

や
、
小
型
バ
イ
ク
（
軽
二
輪
車
）
の

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
貼
っ
て
あ
る

青
い
ス
テ
ッ
カ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
れ
は
保
険
標
章
（
共
済
標
章
）
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
バ
イ
ク
の
自
賠

責
保
険
（
共
済
）
の
契
約
が
満
期
に

な
る
年
月
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

　
自
賠
責
保
険
へ
の
加
入
は
、
法
律

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
違
反

す
る
と
六
ヵ
月
以
下
の
懲
役
又
は
、

五
万
円
以
下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
免
許
停
止
処

分
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
無
保
険
車
で
交
通
事
故
を

起
こ
し
た
場
合
、
被
害
者
へ
の
賠
償

金
は
す
べ
て
加
害
者
が
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
人
は
も
ち
ろ

ん
、
家
族
に
と
っ
て
も
思
い
が
け
な

い
重
い
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
バ
イ
ク
は
手
軽
で
便
利
で
す
が
、

一
歩
間
違
え
れ
ば
大
惨
事
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
自
賠
責
保
険
に
は
、
必

ず
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

期
限
切
れ
の
前
に

　
　
　
　
　
必
ず
更
新
を

　
自
動
車
や
排
気
量
が
二
五
〇
㏄
を

越
え
る
バ
イ
ク
は
、
車
検
の
時
に
自

賠
責
保
険
契
約
も
更
新
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
や
小
型
バ
イ

ク
に
は
車
検
制
度
が
な
い
た
め
、
更

新
手
続
き
を
う
っ
か
り
忘
れ
た
無
保

険
バ
イ
ク
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ス
テ
ッ
カ
ー
を
確
認
し
て
、
期
限

が
切
れ
て
い
る
場
合
は
す
ぐ
に
更
新

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

五
年
間
の

　
　
長
期
契
約
が
登
場
！

　
平
成
七
年
四
月
か
ら
は
、
従
来
の

一
年
、
二
年
、
三
年
も
の
の
保
険
に

加
え
て
、
四
年
、
五
年
も
の
の
保
険

が
で
き
ま
し
た
。

　
契
約
期
間
が
長
い
五
年
も
の
は
、

一
年
も
の
な
ど
に
比
べ
て
、
更
新
の

手
続
き
を
頻
繁
に
と
ら
な
く
て
済
む

の
で
便
利
で
す
。
そ
の
う
え
五
年
も

の
は
、
一
ヵ
月
あ
た
り
の
保
険
料
も

一
年
も
の
に
比
べ
て
割
安
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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砺の
瑞o
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彰￥

継

　
九
月
二
日
に
選
挙
人
名
簿
の
定
時

登
録
が
行
わ
れ
、
新
し
い
有
権
者
数

（
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
）
が
確
定

し
ま
し
た
。
有
権
者
数
は
、
三
千
九

百
四
十
三
人
で
、
昨
年
よ
り
三
十
九

人
（
男
十
七
人
、
，
女
二
十
二
人
）
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
左
の
表
参
照
）

　
今
年
は
、
町
議
会
議
員
選
挙
と
、

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
執
行
さ
れ

投
票
率
は
別
記
の
と
お
り
で
し
た
。

　
百
％
の
投
票
率
を
記
録
し
た
投
票

所
（
池
之
畑
）
も
出
る
な
ど
松
代
町

は
県
内
で
も
か
な
り
高
位
の
投
票
率

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
選
挙
は
民
主
主
義
の
根
幹
と
い
わ

れ
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
い
た
る
と

こ
ろ
で
国
や
地
方
公
共
団
体
の
政
治

と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
日
ご

ろ
か
ら
政
治
に
関
心
を
持
ち
、
選
挙

の
時
は
棄
権
の
な
い
よ
う
み
な
さ
ん

揃
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
投
票
結
果

ノ1
．

（9月2日現在）地区別有権者数

　
七
月
二
十
三
日
に
投
票
が
行
わ
れ

た
参
議
院
通
常
選
挙
。
松
代
町
に
お

け
る
投
票
の
状
況
や
新
潟
県
選
出
の

候
補
者
別
得
票
数
・
比
例
代
表
選
挙

政
党
別
（
上
位
十
政
党
）
得
票
数
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
☆
候
補
者
別
得
票
数

吉
川
芳
男
　
一
七
二
六
票

高
見
ゆ
う
　
　
五
五
票

め
ぐ
ろ
　
吉
之
助
　
　
　
五
一
七
票

泉
　
水
　
都
　
子
　
　
　
　
八
票

長
谷
川
　
み
ち
お
　
　
　
六
九
六
票

い
が
ら
し
　
完
二
　
　
　
一
八
三
票

　
　
　
　
　
無
効
　
　
　
一
二
七
票

　
☆
比
例
代
表
選
挙
政
党
別
得
票
数

自
由
民
主
党
　
　
　
　
一
五
八
六
票

新
進
党
　
　
　
　
　
　
　
六
一
〇
票

日
本
社
会
党

日
本
共
産
党

新
党
さ
き
が
け

ス
ポ
ー
ツ
平
和
党

第
二
院
ク
ラ
ブ

日
本
福
祉
党

新
自
由
党

平
成
維
新
の
会

そ
の
他
の
政
党

　
　
　
　
無
効

月
日

　
　
3

7　　
2

四
八
九
票

一
八
二
票

　
二
五
票

　
二
三
票

　
二
二
票

　
　
一
八
票

　
　
一
五
票

　
　
一
二
票

　
一
二
山
ハ
面
示

二
九
四
票

　
☆
投
票
に
関
し
て
の
調
べ

有
権
者
数
　
三
九
八
○
人

　
（
男
一
九
〇
一
　
女
二
〇
七
九
）

投
票
者
数
　
三
三
一
二
人

　
（
男
一
五
九
四
女
一
七
一
八
）

投
票
率
83
・
22
％

　
（
男
8
3
・
8
5
％
　
女
82
・
64
％
）

謹達覇灘聾琵講毒
松　　　代 519 593 1，112

小　荒　戸 41 43 84

太　　　平 48 49 97

菅　　　刈 39 41 80

田　　　沢 37 35 72

小　屋　丸 7 6 13

池　之　畑 22 23 45

下　　　山 27 28 55

千　　年 77 86 163

池　　　尻 17 17 34

会　　　沢 28 27 55

清　　　水 23 20 43

桐　　　山 20 17 37

蓬　　　平 84 82 166

東　　　山 9 12 21

海　　　老 28 29 57

犬　　　伏 103 103 206

孟一　　地 37 34 71

片　桐　山 11 9 20

滝　　　沢 15 16 31

中　　　子 5 7 12

苧　　　島 40 37 77

田　野　倉 63 71 134

仙　　　納 21 23 44

莇　　　平 38 40 78

寺　　　田 37 41 78

名　　　平 8 11 19

蒲　　　生 99 112 211

儀　　　明 92 106 198

福　　　島 29 40 69

奈　良　立 16 18 34

室　　　野 159 181 340

竹　　　所 16 14 30

峠 39 47 86

木和田原 34 35 69

濁 1 1 2
計 1，889 2，054 3，943
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国
鍵
の
魏
匪

　
、
覇
海
の
田
．
無

　
平
成
八
年
か
ら
七
月
二
十
日
が
、

国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
を
記
念
し
て
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

【
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集
要
領
】

■
応
募
規
定

　
海
の
恩
恵
、
海
へ
の
親
近
感
な
ど

　
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
「
海
の
日
」

　
を
象
徴
す
る
も
の
で
未
発
表
の
作

　
品
で
あ
る
こ
と
。

　
マ
ー
ク
の
大
き
さ
は
1
5
㎝
×
1
5
㎝

　
以
内
。
彩
色
は
四
色
以
内
で
画
材

　
は
自
由
。
　
一
人
何
点
で
も
応
募
可

　
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
応
募
方
法

　
A
4
版
（
謝
㎝
×
㎜
㎝
）
の
白
の

　
ケ
ン
ト
紙
か
画
用
紙
を
縦
に
使
用

　
紙
の
中
央
に
作
品
を
描
き
、
下
の

　
余
白
に
　
①
制
作
意
図
②
氏
名
・

　
年
齢
③
住
所
・
電
話
番
号
④
職
業

　
ま
た
は
学
校
・
学
年
を
明
記
。

■
賞
金

　
最
優
秀
賞
（
一
点
）
　
　
百
万
円

　
佳
　
作
（
七
点
）
　
各
十
万
円

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集
要
領
】

■
応
募
規
定

　
海
の
恩
恵
、
海
へ
の
親
近
感
な
ど

　
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
「
海
の
日
」

　
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
未
発
表

　
の
作
品
で
あ
る
こ
と
。

　
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が

　
ハ
ガ
キ
一
枚
に
つ
き
一
点
で
す
。

■
応
募
方
法

　
官
製
は
が
き
に
「
海
の
日
」
の
ス

　
ロ
ー
ガ
ン
と
　
①
制
作
意
図
②
氏

　
名
・
年
齢
③
住
所
・
電
話
番
号
④

　
職
業
ま
た
は
学
校
・
学
年
を
明
記

■
賞
金

中
小
企
業
大
学
校
三
条
校
工
夫
を
凝
ら
し
た
研
修
の
ご
案
内

　
中
小
企
業
大
学
校
は
、
中
小
企
業

の
た
め
に
国
が
推
進
す
る
人
材
養
成

機
関
で
、
未
来
を
担
う
優
れ
た
人
材

の
育
成
と
企
業
の
健
全
な
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
中
小
企
業
の
経
営
者
・
後
継

者
・
管
理
者
等
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

　
☆
☆
各
コ
ー
ス
の
紹
介
☆
☆

受
講
料
①
②
④
　
三
五
、
O
O
O
円

①
十
月
二
日
～
十
月
六
日
　
全
業
種

　
具
体
的
な
利
益
計
画
の
立
て
方

②
十
月
十
六
日
～
二
十
日
　
製
造
業

　
一
歩
踏
み
込
ん
だ
品
質
管
理

③
十
月
二
四
日
～
二
十
五
日

　
　
　
全
業
種
の
経
営
者
・
後
継
者

　
経
営
者
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
皿

　
　
　
受
講
料
　
二
二
、
○
○
○
円

④
十
一
月
六
日
～
十
日
　
　
全
業
種

　
管
理
者
の
実
践
的
能
力
の
開
発

　
最
優
秀
賞
（
一
点
）
　
三
十
万
円

　
佳
　
　
作
（
七
点
）
　
各
三
万
円

※
受
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
す
べ
て

　
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。
応
募
者

　
の
中
か
ら
抽
選
で
、
百
名
様
に
、

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド

　
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【
締
　
切
】
平
成
七
年
九
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

【
応
募
先
】
〒
一
〇
四
東
京
都
中
央

区
新
川
一
丁
目
2
3
1
1
7
マ
リ
ン
ビ
ル

国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」
を
祝
う
実

行
委
員
会
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ロ
ー
ガ
ン
係

【
発
表
】
平
成
八
年
一
月
新
聞
紙
上

に
て
発
表
予
定
、
入
賞
者
に
は
通
知

【
詳
し
く
は
】

　
徊
〇
三
－
三
五
五
二
－
五
九
六
一

　
㎞
〇
三
ー
三
五
五
二
i
五
九
六
三

⑤
十
一
月
二
十
日
～
二
十
二
日

　
　
　
全
業
種
の
女
性
経
営
幹
部
等

女
性
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
（
能
力
開
発
）

　
　
　
受
講
料
　
二
五
、
○
○
○
円

⑥
十
二
月
五
日
～
八
日
　
全
業
種

　
伸
び
る
企
業
の
人
づ
く
り

　
　
　
受
講
料
　
二
九
、
○
○
○
円

【
詳
し
く
は
】
　
三
条
市
上
野
原

中
小
企
業
大
学
校
三
条
校
　
研
修
課

　
個
〇
二
五
六
－
三
八
ー
〇
七
七
〇

　
㎞
〇
二
五
六
ー
三
八
1
0
七
七
一

●●

全国でもユニークな

　　野鳥こけしづくり

（松之山町）

｛
　
北
越
北
線
は
普
通
車
両
の
カ
ラ

・
i
デ
ザ
イ
ン
も
決
ま
り
、
電
車
の

、
制
作
も
は
じ
ま
り
、
い
よ
い
よ
開

・
業
も
間
近
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

．
　
さ
て
、
今
回
の
『
ほ
く
ほ
く
線

｝
の
旅
』
は
松
之
山
か
ら
町
の
特
産

（
”
野
鳥
こ
け
し
”
を
紹
介
し
ま
す
。

｝
　
松
之
山
温
泉
に
お
越
し
に
な
っ

｛
た
こ
と
の
あ
る
方
な
ら
、
一
度
は

｝
こ
の
か
わ
い
ら
し
い
”
野
鳥
こ
け

｛
し
”
を
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
と

｝
思
い
ま
す
。
温
泉
街
の
お
土
産
品

｛
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
、
現
在
二

｝
一
種
類
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

｛
　
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、

｝
新
潟
県
の
鳥
『
ト
キ
』
や
町
の
鳥

｛
　
『
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
』
な
ど
が
あ

｝
り
ま
す
。
特
に
『
ト
キ
』
や
『
キ

｛
ジ
』
　
『
ウ
グ
イ
ス
』
　
『
メ
ジ
ロ
』

に
人
気
が
あ
る
そ
う
で
す
。
　
　
　
｝

　
野
鳥
の
宝
庫
松
之
山
な
ら
で
は
｛

の
特
産
品
で
、
町
内
の
お
母
さ
ん
｝

方
に
よ
っ
て
ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
作
｛

業
で
丹
念
に
作
ら
れ
る
そ
の
野
鳥
｝

こ
け
し
か
ら
は
、
温
か
い
ぬ
く
も
｛

り
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
　
　
　
　
｝

　
こ
の
野
鳥
こ
け
し
づ
く
り
は
、
　
｛

昭
和
三
七
年
に
お
母
さ
ん
方
の
冬
｝

期
間
の
内
職
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
｛

ま
し
た
。
現
在
、
こ
け
し
の
製
作
｝

者
は
台
木
づ
く
り
も
含
め
て
二
八
｛

人
で
す
。
年
間
の
生
産
個
数
は
約
｝

六
千
個
が
作
ち
れ
て
い
ま
す
。
　
　
｛

　
野
鳥
こ
け
し
は
、
い
ま
後
継
者
｝

不
足
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
｛

す
が
、
県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
｝

実
演
販
売
と
し
て
積
極
的
に
参
加
｛

し
、
観
光
松
之
山
の
P
R
に
努
め
｝

て
い
ま
す
。
全
国
で
も
唯
一
と
言
｛

え
る
野
鳥
こ
け
し
づ
く
り
の
伝
統
｝

を
こ
れ
か
ら
も
守
り
、
継
承
し
て
｛

行
き
た
い
と
関
係
者
は
頑
張
っ
て
｝

い
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

▲種類豊富な野鳥こけし
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は
～
い
、
み
な
さ
ん
！

　
　
夏
バ
テ
し
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

　
ク
ー
ラ
ー
を
き
か
せ
す
ぎ
て
冷
房

病
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
、
な
あ
ん
て
人

は
い
ま
せ
ん
か
？
　
確
か
に
体
が
狂

っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
っ
て
、

糖
尿
病
に
も
関
係
あ
る
ん
で
す
っ
て
。

　
そ
れ
は
さ
て
お
い
て
、
今
回
は
、

糖
尿
病
の
実
態
に
迫
っ
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
．

　
糖
尿
病
が
特
別
な
病
気
で
は
な
い

こ
と
は
も
う
お
わ
か
り
で
す
よ
ね
。

で
は
、
体
の
中
で
は
何
が
起
こ
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

▲7月28日　糖尿病教室

　
糖
尿
と
い
う
の
だ
か
ら
、
お
し
っ

こ
に
糖
が
出
る
に
決
ま
っ
て
い
る
じ

ゃ
な
い
か
　
　
と
お
っ
し
ゃ
る
あ
な

た
、
ご
も
っ
と
も
で
す
。

　
糖
が
出
て
何
が
悪
い
ん
だ
　
　
と

お
っ
し
ゃ
る
あ
な
た
、
お
気
持
ち
は

よ
～
く
わ
か
り
ま
す
。

”
要
す
る
に
、
尿
に
出
る
は
ず
の
な

い
糖
が
な
ぜ
出
て
き
て
し
ま
う
の
か
、

そ
こ
が
問
題
な
の
で
す
。
”

　
で
は
、
糖
の
物
語
の
は
じ
ま
り
、

は
じ
ま
り
～
！

　
食
べ
物
が
体
の
中
で
消
化
さ
れ
て

で
き
る
も
の
の
一
つ
に
ブ
ド
ウ
糖
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
ブ
ド
ウ
糖
は
（
以

下
、
糖
と
い
う
）
腸
か
ら
血
管
の
中

に
吸
収
さ
れ
血
液
と
一
緒
に
体
中
に

運
ば
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
す
い
臓
か

ら
血
液
中
に
分
秘
さ
れ
る
イ
ン
ス
リ

ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
に
よ
っ

て
血
液
中
か
ら
体
内
の
細
胞
一
つ
一

つ
に
取
り
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
こ

う
し
て
糖
は
、
細
胞
の
中
で
体
を
動

か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
さ

れ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
血
液
の
中

の
糖
（
血
糖
）
と
い
う
の
は
、
上
が

り
過
ぎ
ず
下
が
り
過
ぎ
ず
に
ち
ょ
う

ど
良
い
と
こ
ろ
で
調
節
さ
れ
て
い
る

の
が
健
康
な
状
態
で
す
。

暑⑩2

…
…
よ
～
く
で
き
て
い
る
ね
え
…
…

　
し
か
し
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
何
ら
か

の
原
因
で
不
足
し
た
り
作
用
し
に
く

く
な
っ
た
り
す
る
と
、
細
胞
の
中
に

十
分
に
ブ
ド
ウ
糖
を
取
り
込
め
な
く

な
り
ま
す
。
す
る
と
、
血
液
の
中
は

行
く
と
こ
ろ
の
な
く
な
っ
た
糖
で
い

っ
ぱ
い
に
な
る
わ
け
で
す
。

　
糖
は
上
が
り
過
ぎ
る
と
、
血
液
が

体
を
ま
わ
っ
て
腎
臓
を
通
る
と
き
に

こ
ぼ
れ
落
ち
て
尿
に
出
て
し
ま
い
ま

す
。
出
て
し
ま
え
ば
問
題
な
い
じ
ゃ

な
い
か
、
と
思
う
で
し
ょ
っ
？
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
が
、
そ
う
は
問
屋
が
お
ろ
さ
な

　

い
っ
て
な
も
ん
で
、
い
っ
ぱ
い
過
ぎ

る
糖
が
血
管
に
悪
さ
を
し
な
が
ら
（
例

え
ば
動
脈
硬
化
が
起
こ
る
）
体
中
を

駆
け
巡
り
、
そ
れ
か
ら
、
尿
に
出
て

い
く
の
で
エ
あ
り
ま
～
す
。

y
婦
b
健

　
　
保

　
　
：
…
…
べ
ベ
ン
ベ
ン
ベ
ン
ッ
…
…
：

　
あ
っ
、
そ
う
そ
う
、
イ
ン
ス
リ
ン

と
い
う
の
は
細
胞
の
ド
ア
を
開
け
る

鍵
み
た
い
な
も
の
な
ん
で
す
。

　
こ
の
鍵
で
ド
ア
を
開
け
て
糖
を
取

り
込
み
ま
す
。
鍵
が
な
け
れ
ば
ド
ア

が
開
か
な
い
の
で
、
細
胞
が
糖
を
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
え
ま
せ
ん
。

　
糖
の
空
回
り
っ
て
え
や
つ
で
す
よ
。

体
の
中
で
空
回
り
し
な
が
ら
、
気
づ

か
な
い
う
ち
に
悪
さ
を
し
て
い
く
。

こ
れ
が
、
怖
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
ね
．

　
ど
う
や
ら
、
尿
に
糖
が
出
た
か
ら

糖
尿
病
だ
、
今
年
は
出
て
い
な
い
か

ら
治
っ
た
、
と
い
う
簡
単
な
問
題
で

は
な
い
よ
う
で
す
。

　
誰
で
も
な
り
え
る
糖
尿
病
、
果
た

し
て
予
防
は
出
来
る
の
か
…
…
。

　
　
　
〈
次
回
を
お
楽
し
み
に
！
〉

▲究極のメニュー、

　糖尿病対策の8品。

　詳しくは、栄養士

　まで。

囎
猷
血
豊

窃
り
瀞
と
う
’

　
　
　
　
　
七
月
二
十
日
・
役
場
前

関
谷
貴
代
美
　
柳
昌
子
　
恩
田
育
子

高
橋
勝
美
　
村
山
和
美
　
品
田
圭
子

関
谷
正
義
　
佐
藤
貞
夫
　
樋
口
禎
弘

市
川
栄
太
郎
　
関
谷
功
　
齋
藤
徳
人

島
田
と
み
子
　
長
谷
川
昭
宏
　
柳
登

樋
口
恵
子
　
柳
健
一
　
寺
崎
松
太
郎

中
村
悦
彦
　
横
尾
賢
一
　
小
堺
貞
夫

小
野
島
友
美
　
長
谷
川
真
由
美

　
　
　
　
5

関
谷
信
一
良
　
米
持
幸

村
山
良
一
　
関
谷
望
美

村
山
俊
美
　
初
谷
博
子

佐
藤
和
美
　
樋
口
俊
子

小
松
和
夫
　
佐
藤
時
子

齊
木
勉
　
井
上
久
美
子

室
岡
徹

小
林
吉
昭

田
辺
栄
子

小
嶋
正
隆

高
橋
千
秋

若
井
聖
美

　
　
　
　
　
　
山
本
伸
夫

　
　
　
　
　
　
富
沢
千
春

　
　
　
　
　
　
山
岸
益
夫

　
　
　
　
　
　
堀
川
一
郎

　
　
　
　
　
　
鈴
木
利
雄

　
　
　
　
　
　
牧
田
幸
樹

小
野
島
美
津
子
　
齋
木
忍

　
志
賀
義
雄
　
木
澤
純

　
齋
藤
一
良
石
口
松
男

　
石
田
尚
文
　
石
平
進

　
後
藤
奈
々
　
高
橋
武
治

　
＊
以
上
五
十
七
名
の
方

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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堕劉
気
軽
に

　
　
　
楽
し
く
〃

「
我
が
町
は
健
康
づ
く
り
で
地
域
の 轟

れ
窃
い

馳
轡
峻
皆
影
鴛
暴
籍

劉
融
聾
紅
蔽
鮮

堕
橘
器
郵
饗
艶
）

馳
が
八
月
六
日
、
町
総
合
体
憂
び

劉
謬
フ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ

留
に
腓
鷺
鑓
聾

勉
一
．
赦
㌶
舛
穆
鐸

　
　
　
ド
ゴ
ル
フ
に
は
三
十
四
名
が
参
加
し

　
　
　
て
の
熱
戦
。
時
折
あ
が
る
歓
声
や
、

　
　
　
ほ
ほ
　
え

　
　
　
微
笑
ま
し
い
プ
レ
ー
に
夏
の
一
日
を

　
　
　
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

z
籔

『
ぺ
多
ン
ク
』　　　　　　　馨

　　　欝毎

ス
ポ
ー
ツ
の
日

　
　
　
、
搬
・
翻
　
灘
．
　
、
．
駆

　
　
　
優
勝
　
キ
ー
ト
ン
ズ

　
　
　
ニ
位
　
千
年
や
ろ
ね
会

　
　
　
三
位
太
平
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷺
・
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
≡
繍
p難

翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

　
「
ペ
タ
ン
ク
」
あ
ま
り
馴
染
み
の

な
い
言
葉
で
す
が
、
最
近
注
目
を
集

め
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
ル
ー
ル
は
簡
単
で
ビ
ュ
ッ
ト
（
目

標
に
す
る
球
）
に
金
属
製
の
ボ
ー
ル

を
投
げ
合
い
、
よ
り
近
づ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
得
点
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
。

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
目
標
の
ピ
ン
を
倒

す
数
を
競
い
ま
す
が
、
ペ
タ
ン
ク
は

目
標
の
ビ
ュ
ッ
ト
に
、
よ
り
近
く
止

め
る
こ
と
を
競
い
ま
す
。
簡
単
な
ル

ー
ル
で
す
の
で
ど
な
た
で
も
参
加
で

蝦
灘

、
購
’襲

．
、
鍛
灘
羅
鞭
・

　
　
　
．
、
．
盤
縄
繊
聾
錘
、

　
優
勝
　
ガ
ン
バ
ロ
ー
ズ

　
ニ
位
　
千
年
フ
ァ
イ
ト

　
三
位
　
池
之
畑
子
供
会
B

☆
ス
ト
ラ
イ
ク
賞

　
　
小
野
島
静
夫
　
牧
田
直
弘

　
　
佐
藤
タ
ツ
　
　
小
堺
タ
キ

き
ま
す
し
、
ゲ
ー
ム
の
場
所
も
地
面

が
舗
装
や
砂
利
な
ど
種
類
を
選
び
ま

せ
ん
。
ま
た
、
地
面
の
コ
ン
デ
シ
ョ

ン
や
ゲ
ー
ム
の
展
開
な
ど
に
よ
り
投

球
方
法
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
、
技

術
的
な
奥
行
き
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ペ
タ
ン
ク
の
原
型
と
な
っ
た

ゲ
ー
ム
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
フ
ァ
ラ
オ

時
代
の
遊
戯
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
ゲ
ー

ム
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
イ
ユ
近

く
の
シ
オ
タ
と
い
う
町
が
発
祥
の
地

繋
錘
競
灘
購
謹
獺
薩
．
．
　
、

　
優
勝
品
田
儀
一
郎

　
二
位
　
関
谷
寅
夫

　
三
位
　
富
沢
忠
平
　
笠
原
益
雄

　
　
　
　
関
谷
伊
市
　
池
田
福
一
郎

☆
ニ
ア
ピ
ン
賞
　
柳
晟
（
六
一
㎝
）

と
い
う
こ
と
。
フ
ラ
ン
ス
及
び
フ
ラ

ン
ス
語
圏
で
は
大
変
な
人
気
の
ス
ポ

ー
ツ
で
、
年
少
者
か
ら
高
齢
者
ま
で

楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
適
度
な
運
動
量
で
、
試
合
運
び
の

頭
脳
プ
レ
ー
も
要
求
さ
れ
ま
す
の
で

飽
き
ず
に
長
く
続
け
ら
れ
る
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
あ
な
た
も
一
度
、

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
詳
し
く
は
、
体
育
館
ま
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
　
　
盈
七
－
三
七
五
二

8
月
の
フ
ォ
ト

　
　
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

》
大
字
松
代
の
盆
踊
り
大
会

　
今
年
は
ふ
る
さ
と
会
館
で
開
催
、

　
帰
省
客
も
加
わ
り
参
加
者
は
五

　
百
人
超
！

》
牛
の
丸
焼
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
奴
奈
川
小
学
校
に
て
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夏
休
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
y
民

　
ど
の
く
ら
い
頑
張
っ
た
か
な
？
b
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
6
ミ
リ
映
写
機
操
作

1醗》尋

騨蓋撫駄

・
．
耀
糞
薬
業
課
撰
隊
、

　
八
月
三
日
、
星
が
き
れ
い
に
見
え

る
場
所
と
し
て
は
全
国
で
も
屈
指
の

清
水
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雲
で
星
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
東
頸
城
地
区
理
科

教
育
セ
ン
タ
ー
神
村
大
輔
専
任
所
員

を
招
き
、
ス
ラ
イ
ド
や
夏
の
星
座
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
、
鞍
講
鯉
載
課
穣
隊
、

　
八
月
四
日
、
松
代
少
林
寺
に
お
い

て
、
住
職
の
佐
藤
秀
孝
先
生
よ
り
座

禅
に
つ
い
て
教
わ
り
ま
し
た
。

　
実
際
に
『
座
禅
』
を
体
験
、
そ
の
＼

　
技
術
認
定
講
習
会

　
七
月
二
十
九
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
技
術
認
定
講
習
会
を
開
催

し
、
あ
ら
た
に
高
校
生
2
名
を
含
む

次
の
方
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

・
高
橋
芳
平
・
若
月
浩
一
・
斉
藤
格

・
若
井
朋
美
・
池
田
勝
弥
（
敬
称
略
）

　
こ
の
講
習
会
は
、
毎
年
1
回
行
わ

れ
、
上
越
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
1
6
・
リ
を

借
り
て
上
映
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
公
民
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〆
後
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い

　
る
「
す
く
す
く
教
室
」
で
は
、
紙
芝

　
居
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
八
月
十
七
～
十
九
日
、
清
水
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
松
代
中
学

校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
を
中
心
に
、
直

江
津
・
津
南
中
学
校
生
徒
や
一
般
の

四
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
十
八
日
に
は
、
ふ
る
さ
と
会
館
で

フ
ァ
イ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
と
と
も
に

松
代
中
学
校
生
徒
に
よ
る
成
果
発
表

も
あ
り
ま
し
た
。

鮮
霧
灘
蒸
難
麟
常
蒋
灘
灘
－

　
八
月
二
十
～
二
十
二
日
、
松
之
山

町
浦
田
に
お
い
て
、
小
学
校
5
年
生

か
ら
中
学
校
2
年
生
の
生
徒
が
参
加

し
て
元
気
に
開
催
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
食
べ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
ゾ
，
雨
に
も
負
け
ず
に
み
ん

な
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。

東
頸
ま
ち
づ
く
り
塾

「
塾
生
募
集
！

　
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

人
や
、
町
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
人

を
募
集
し
ま
す
。
二
ヶ
年
で
、
郡
内

六
町
村
を
回
り
な
が
ら
、
地
域
に
つ

い
て
学
び
、
交
流
を
行
い
ま
す
。

《
対
象
》
二
十
～
五
十
歳
の
男
女

　
　
　
　
　
　
各
町
村
六
名
程
度

《
締
切
》
九
月
二
十
五
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
　
ひ
と

《
テ
ー
マ
》
　
「
男
と
女
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と

　
　
と
も
に
つ
く
ろ
う
、
東
頸
を
」

《
会
場
地
ま
で
の
交
通
》

　
　
　
　
公
民
館
で
対
応
し
ま
す

《
費
用
》
各
回
ご
と
に
行
わ
れ
る

　
懇
親
会
費
の
実
費
い
た
だ
き
ま
す

《
問
い
合
わ
せ
》
詳
し
い
こ
と
は
、

　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
i
内

　
社
会
教
育
係
　
費
七
－
二
三
〇
一

》
災
害
で
延
期
し
て
開
催

　
高
令
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

入場者200人を数えました。

　第5回松月の舞

ご
芳
志
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
東
京
都
足
立
区
椿
の
腰
高
雪
子
さ

ん
（
寺
田
出
身
）
か
ら
災
害
見
舞
金

と
し
て
、
三
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
観
音
祭
の
収
益
金
の
な
か
か
ら
、

豪
雨
災
害
の
義
援
金
と
し
て
、
松
代

町
商
工
会
様
よ
り
二
一
、
七
二
〇
円

元
気
会
様
よ
り
二
万
円
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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香
り
を
暮
ら
し
の
中
へ

　
　
　
　
　
書
斜
や

　
生
活
の
中
に
、
香
り
を
上
手
に
取

り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
に
お
い
の

気
に
な
る
と
こ
ろ
や
、
香
り
で
さ
わ

や
か
な
気
持
ち
に
な
る
よ
う
な
場
所

に
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
に
お
い
が
気
に
な
る
場
所
は
ト
イ

レ
。
市
販
の
芳
香
剤
で
、
い
や
な
に

お
い
を
消
す
の
も
ひ
と
つ
の
方
法
で

す
。
た
だ
、
便
器
そ
の
も
の
が
に
お

う
場
合
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
で
ふ
き
ま

し
ょ
う
。
汚
れ
が
目
立
つ
部
分
は
、

レ
モ
ン
の
皮
で
ふ
く
と
汚
れ
が
落
ち

ま
す
し
、
さ
わ
や
か
な
香
り
も
残
り

ま
す
。
ま
た
、
ミ
ン
ト
な
ど
の
ハ
ー

ブ
は
香
り
が
強
く
、
に
お
い
を
吸
収

す
る
力
が
あ
り
ま
す
。
ト
イ
レ
に
い

け
て
お
く
だ
け
で
、
嫌
な
に
お
い
を

取
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
さ
わ
や
か
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く

れ
る
「
香
り
の
キ
ャ
ン
ド
ル
」
を
作

　、1／
￥

　　　／三◎、二

＼

9

／

　
　
　
　
　
　
（
1
7
、
瀞

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ろ
う
そ
く
の
芯

を
取
り
除
き
、
鍋
で
ろ
う
を
溶
か
し

ま
す
。
好
み
の
香
料
を
入
れ
て
か
き

混
ぜ
、
手
ご
ろ
な
空
き
缶
に
熱
い
う

ち
に
ろ
う
を
流
し
込
み
、
取
り
除
い

て
お
い
た
芯
を
中
心
に
差
し
込
み
ま

す
。
こ
れ
で
で
き
上
が
り
で
す
。

　
お
客
様
を
迎
え
る
日
な
ど
、
玄
関

に
香
り
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
と
も
し
、

香
り
の
お
も
て
な
し
を
す
る
の
も
一

つ
の
趣
向
で
す
．

　
台
所
の
グ
リ
ル
や
オ
ー
ブ
ン
の
に

お
い
は
、
ゴ
キ
ブ
リ
の
発
生
の
原
因

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー

や
ミ
ン
ト
な
ど
の
乾
燥
さ
せ
た
ハ
ー

ブ
を
、
流
し
台
の
下
な
ど
に
入
れ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ゴ
キ
ブ
リ
は
、
こ

う
し
た
ハ
ー
ブ
の
に
お
い
を
嫌
い
ま

す
。
香
り
も
い
い
で
す
し
、
ゴ
キ
ブ

リ
退
治
に
も
効
果
的
で
す
。

　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
は
、
気
持
ち

を
鎮
静
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
市
販
さ
れ
て
い
る
ラ

ベ
ン
ダ
ー
を
買
っ
て
き
て
、
い
く
つ

か
の
小
袋
に
分
け
て
詰
め
、
ま
く
ら

や
布
団
に
入
れ
て
お
く
と
香
り
が
移

り
ま
す
。
ま
た
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
精
油

を
ま
く
ら
カ
バ
ー
や
シ
ー
ツ
に
ス
プ

レ
ー
し
て
お
く
の
も
、
安
眼
効
果
を

高
め
る
一
つ
の
方
法
で
す
。

防
臭
・
脱
臭
効
果
の
話

　
ク
ス
ノ
キ
は
公
園
の
木
や
街
路
樹

と
し
て
よ
く
見
か
け
ま
す
。
ク
ス
ノ

キ
に
は
、
し
ょ
う
の
う
と
同
じ
よ
う

な
防
虫
・
脱
臭
効
果
が
あ
り
ま
す
。

葉
を
乾
か
し
、
も
み
ほ
ぐ
し
て
網
袋

に
詰
め
、
押
し
入
れ
の
隅
に
入
れ
て

お
き
ま
す
。
防
虫
・
脱
臭
効
果
は
も

ち
ろ
ん
、
ク
ス
ノ
キ
の
香
り
が
し
て

気
持
ち
の
い
い
も
の
で
す
。
試
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は

タ
マ
ネ
ギ
の
に
お
い
。
あ
ま
り
い
い

．
に
お
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
防
虫

効
果
が
あ
り
ま
す
。
虫
も
こ
の
に
お

い
に
は
寄
っ
て
き
ま
せ
ん
。
窓
辺
に

こ
の
に
お
い
を
こ
す
り
つ
け
て
お
い

た
り
、
タ
マ
ネ
ギ
を
切
っ
た
も
の
を

置
い
て
み
ま
し
よ
う
。
た
だ
、
風
が

部
屋
に
入
る
時
は
、
に
お
い
が
気
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ζ糠鰯糠§羅曇§糠ζ糠鰭曇覇：るζ糠曇糠鰭る鱒：る鰭灘轄灘§糠鰭る鰭§§糠鰭る§撚轄る轄灘鱒：る轄灘轄§轄灘轄§ζ糠鱗る韓るる糠鰭灘轄§轄る§糠鰭曇

　
十
月
一
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
国
勢
調
査
は
大
正
九
年
か
ら

五
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
十
六
回
目
に

当
た
る
今
回
の
調
査
は
、
二
十
一
世

紀
の
日
本
を
考
え
る
基
礎
資
料
の
提

供
と
い
う
特
に
重
要
な
意
味
が
あ
り

ま
す
．

　
調
査
の
結
果
は
、
国
及
び
都
道
府

県
・
市
町
村
が
、
こ
れ
か
ら
の
行
政

を
考
え
て
い
く
う
え
で
大
切
な
資
料

と
な
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
が
ご
記
入
く
だ
さ
っ
た
答

ρ・
ノ6、6郵こθ，

◎

（
．

∠
O

（
●

翌
旧

だト
し

㌧しへ

か
ら
作
ら
れ
る
統
計
が
み
ん
な
の
貴

重
な
財
産
と
な
り
、
ま
た
、
よ
り
快

適
で
住
み
よ
い
日
本
、
安
心
で
き
る

未
来
を
築
く
た
め
の
道
し
る
べ
と
な

る
の
で
す
．

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
方
が

調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
九
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
お
宅
に

お
伺
い
し
、
世
帯
ご
と
に
調
査
票
を

配
布
し
ま
す
。
調
査
の
項
目
は
全
部

で
十
七
。
氏
名
、
出
生
年
月
、
就
業

状
況
な
ど
で
す
．

　
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
、

他
に
も
ら
し
た
り
、
統
計
以
外
の
目

的
に
使
用
す
る
こ
と
は
法
律
で
固
く

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
安
心

し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
調
査
票
は
後
日
、
調
査
員
が
集
め

に
伺
い
ま
す
。
外
出
し
が
ち
な
方
は

家
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
日
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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みんなの国民年金

過去に「届出忘れ」のある方は

届出を行ってください。

、・・惣ミ
准　！》て
ゴ’多．、鯵　　　●

忘
れ
マ
い
ま
せ
ん
か
？

第
三
号
被
保
険
者
の
届
出

　
国
民
年
金
の
『
第
三
号
被
保
険
者
』

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
『
第
三
号
被
保
険
者
』
と
は
、
二

十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
で
、
第
二
号

被
保
険
者
（
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

加
入
者
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
達

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
配
偶
者
の
加
入
す
る

年
金
制
度
が
ま
と
め
て
負
担
し
ま
す

か
ら
、
自
分
で
納
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
第
三
号
被
保
険

者
と
な
る
た
め
に
は
届
出
を
し
て
確

認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
三
号
の
届
出
が
二
年
以
上
遅
れ
る

と
、
二
年
を
越
え
た
期
間
の
保
険
料

は
「
未
納
扱
い
」
に
な
り
、
将
来
、

基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

年
数
が
足
り
な
く
な
る
の
で
、
届
出

は
速
や
か
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

第
三
号
被
保
険
者
の

「
特
例
届
出
期
間
』

が
あ
り
ま
す

　
通
常
は
、
第
三
号
被
保
険
者
の
届

出
が
遅
れ
る
と
、
過
去
の
届
出
を
し

な
か
っ
た
期
間
の
う
ち
、
直
近
の
二

年
間
に
限
っ
て
保
険
料
納
付
期
間
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
六
年
十
一
月
の
年
金
制
度
の
改
正

で
特
例
届
出
期
間
（
平
成
七
年
四
月

か
ら
平
成
九
年
三
月
）
中
に
届
出
を

行
え
ば
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
以
降

の
未
届
期
間
が
保
険
料
納
付
済
期
間

と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
あ
な
た
の
住
民
票
が
あ
る
市
町
村

役
場
国
民
年
金
窓
口
に
お
い
て
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
届
出
を
忘

れ
て
い
た
り
、
済
ま
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
必
ず
こ
の
期
間
中
に
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
住
民
課
国
民
年
金
係

智
七
－
二
二
二
〇
　
内
線
二
七
ま
で
。

／1、

　
｛

　
ハ

　
　
　
ペ

隠
殿む

ノ

〔
鐙

し
、

、
…

螂
猟

　
・
．
。
　
　
軸

　
　
　
O

　
へ

倫べ

国道253号クリーン作戦

建設業協会安塚支部・青年部
国道253号　儀明地内

　
八
月
は
道
路
を
守
る
月

間
で
す
。
「
国
道
を
み
ん
な

の
力
で
き
れ
い
に
し
よ
・
2

と
建
設
業
協
会
安
塚
支
部

青
年
部
（
代
表
・
柳
護
）

二
十
四
名
の
皆
さ
ん
が
、

国
道
二
五
三
号
松
代
地
内

の
二
か
所
に
「
空
き
缶
ポ

イ
ス
テ
防
止
」
看
板
の
設

置
と
、
犬
伏
か
ら
浦
川
原

村
ま
で
道
路
の
清
掃
奉
仕

活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
最
近
、
交
通
量
も
多
く

な
り
、
悪
質
な
ド
ラ
イ
バ

ー
に
よ
る
ポ
イ
ス
テ
で
、

路
肩
に
散
乱
す
る
空
き
缶

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
沿

線
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ま
に
よ
る
奉
仕
活
動
も
活

発
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の

の
、
そ
の
数
が
減
っ
た
と

い
う
印
象
は
な
か
な
か
つ

か
め
ま
せ
ん
。

　
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
片
手
に

早
朝
か
ら
の
奉
仕
作
業
。

汗
だ
く
で
拾
っ
た
空
き
缶

・
ゴ
ミ
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク

四
台
に
満
載
と
い
う
量
で

し
た
。
青
年
部
の
皆
さ
ん

に
は
、
暑
い
中
の
作
業
で

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
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雲

麹
．

彙96i

O舶

｝

　
雨
雲
に
覆
わ
れ
て
い
た
七
月
九
日

の
日
曜
日
に
、
新
宿
モ
ノ
リ
ス
2
9
に

於
き
ま
し
て
松
代
町
大
正
医
院
、
院

長
先
生
の
ご
子
息
で
医
学
博
士
の
関

谷
祐
之
先
生
を
お
迎
え
し
て
『
ア
ル

コ
ー
ル
と
肝
臓
病
』
に
つ
い
て
の
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
県
人
会
、
郷
友
会
、
渋

谷
チ
ー
ム
、
三
和
建
設
工
業
、
東
京

松
代
会
、
そ
し
て
松
代
町
か
ら
も
多

数
の
方
々
が
お
い
で
く
だ
さ
い
ま
し

て
、
広
い
会
場
も
う
め
つ
く
さ
れ
て

の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　
実
行
委
員
長
、
会
長
、
そ
し
て
来

賓
の
か
た
が
た
の
ご
挨
拶
が
終
わ
り

ま
す
と
講
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
最
初
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て

の
お
話
で
し
た
。
日
本
で
一
番
ア
ル

コ
ー
ル
類
を
飲
む
都
・
県
は
東
京
が

一
位
で
、
宮
崎
、
新
潟
の
順
だ
そ
う

で
す
。
そ
し
て
、
日
本
酒
を
一
番
飲

む
の
は
、
新
潟
県
が
一
位
で
秋
田
、

東
京
の
順
と
の
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
、
お
酒
な
ど
の
飲
み
方
で

す
が
、
良
い
飲
み
方
と
し
て
は
、
飲

む
前
に
牛
乳
と
か
チ
ー
ズ
を
食
べ
て

か
ら
、
副
食
物
と
一
緒
に
飲
む
の
が

良
い
と
の
こ
と
で
す
。
反
対
に
良
く

な
い
飲
み
方
は
、
何
も
食
べ
な
い
で

飲
む
こ
と
で
肝
臓
を
悪
く
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
そ
う
で
す
。

　
次
に
肝
臓
病
の
こ
と
で
し
た
が
、

ビ
ー
ル
（
大
ビ
ン
）
一
本
ま
た
は
、

日
本
酒
を
一
合
飲
み
ま
す
と
、
肝
臓

は
四
時
間
も
働
き
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
そ
う
で
す
。

　　重次

東京都杉並区在住
　　　　あたらしや
　（滝沢　新屋）

柳
　
そ
れ
か
ら
、
ス
ラ
イ
ド
で
い
ろ
い

ろ
な
肝
臓
を
み
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
還
暦
を
目
前
に
し
て
い
る
私
に

と
っ
て
は
、
と
て
も
貴
重
な
お
話
で

し
た
。
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
お
話
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
位
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
て
、
講
師
の
関
谷
祐

之
先
生
、
そ
し
て
、
こ
の
勉
強
会
を

企
画
・
実
行
な
さ
れ
た
方
々
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
東
京
松
代

会
、
そ
し
て
、
ふ
る
里
松
代
町
の
発

展
と
み
な
さ
ま
が
た
の
ご
健
康
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
て
失
礼
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

会
報
第
5
号
（
12
月
発
行
）

　
　
原
稿
及
び
広
告
募
集
〃

《
原
稿
》
あ
な
た
の
近
況
、
会
活
動

　
　
民
話
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
な
ど

　
※
特
集
「
私
の
戦
後
50
年
」
こ
の

節
目
の
年
に
当
た
り
、
い
た
る
と
こ

ろ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
言
葉
で

す
が
、
私
た
ち
の
人
生
の
中
で
忘
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
悲
し
い
戦
争
体

験
と
、
苦
し
か
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
生

き
ざ
ま
と
そ
の
思
い
を
、
今
、
こ
の

「
第
5
号
」
で
特
集
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ど
な
た
様
も
ふ
る
っ
て

ご
投
稿
く
だ
さ
い
（
八
百
字
以
内
、

ス
ナ
ッ
プ
写
真
歓
迎
し
ま
す
）

《
広
告
》
有
料
で
す
が
、
ど
な
た
様

　
　
　
　
　
も
ご
掲
載
く
だ
さ
い
。

　
　
一
ぺ
ー
ジ
　
六
〇
、
○
○
○
円

　
　
％
ぺ
ー
ジ
　
三
〇
、
○
○
○
円

　
　
％
ぺ
ー
ジ
　
ニ
○
、
○
○
○
円

　
　
％
ぺ
ー
ジ
　
一
五
、
○
○
○
円

　
※
他
に
会
報
製
作
費
や
発
送
費
に

充
当
の
た
め
、
ご
寄
付
も
募
っ
て
い

ま
す
。

《
締
め
切
り
》
原
稿
・
広
告
と
も

　
　
平
成
七
年
十
月
十
五
日
（
日
）

《
送
り
先
》
〒
一
〇
一
　
東
京
都

　
千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
i
六
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
桐
葉
宛
て

凪
　
〇
三
－
三
二
九
四
－
五
二
二
五

隙
　
〇
三
－
三
二
九
一
－
一
九
三
一

《
お
問
い
合
わ
せ
》

　
各
地
区
の
副
会
長
、
ま
た
は
広
報

委
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
東
京
松
代
会
　
広
報
委
員
会

▲古川悟先生の

　てんこく

　籔刻教室への出展作品
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露鴛
　
　
し
ぶ
み
句
会

サ
イ
ク
リ
ン
グ
楽
し
む
子
ら
や
夏
休

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

大
出
水
避
難
所
暮
し
爺
と
婆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

葭
切
の
声
ば
か
り
な
る
荒
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

じ
　
　
り

海
霧
動
き
大
船
小
舟
現
わ
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

模
様
替
え
し
て
涼
風
を
呼
び
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

夏
休
み
子
で
賑
わ
え
る
耳
鼻
眼
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

ま
く
な
ぎ
を
振
り
払
う
手
は
泥
の
ま

ま
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

　
　
　
1

㌧
グ
／
　
　
’
』
、
　
　
’

・
ノ

　
　
　
r
　
　
一

　
　
，
　
　
　

　
　
　
～

　
　
　
　
冥

　
　
　
　
臨
　
‘

　
髪
靴
／

　
　
　

F
－
、
目
ー
ノ

2
／
　
　
　
　
　
‘
・

〃
冶
　
　
も
　
t
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
賢
，

　
，
－
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
写
准
μ
い

，
ン
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
縄
所
，

　
　
　
　
　
　
　
　
［
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

μ
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
蝶
穎
“
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
蔦
弓
県
■
～

　
　
　
　
　
　
　
　
御
、

　
　
　
　
　
卿
　
　
　
　
　
　
＾
阿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
F
漸

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
胃
沿
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
冊
威

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
一

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
デ
ゲ
后
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
　
F
　
　
り

　
　
　
　
　
　
〃
　
へ
墨
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ
h
　
㌧

■
－
q
い

　
　
　
　
　
　
『
「
1

　
㌔
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
『
　
　
　
［
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　

、
、

イ
　
　
　
7
塚

　
　
　
　
事
旧

　
　
　
　
”

う
つ
せ
み

空
蝉
の
爪
に
執
念
ま
だ
残
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
代

廃
屋
の
跡
十
薬
の
花
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

長
雨
の
晴
れ
て
ま
ぶ
し
き
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

夏
雲
の
湧
く
遠
山
や
野
良
着
干
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
子

鰯
雲
茜
に
染
め
て
山
の
湖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

か
な
か
な
に
チ
ャ
イ
ム
相
和
し
夕
焼

く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

十
字
路
の
風
に
売
ら
る
る
西
瓜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

一
匹
の
飛
ば
ぬ
葉
裏
の
蛍
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
さ
　
ば
　
な

ひ
ぐ
ら
し
や
杉
一
列
の
稲
架
場
薙
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

バ
ス
停
の
片
蔭
ゆ
ず
る
暑
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

　
　
　
こ
も

宵
祭
り
籠
れ
ば
遠
く
花
火
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
け

畑
に
居
る
至
福
の
時
や
夏
の
暁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

蝿
叩
き
持
て
ば
姿
を
見
失
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
ど

民
宿
に
替
わ
る
校
舎
や
独
活
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

短
歌
浄
蓮
の
滝

　
　
　
　
　
　
　
　
富
沢
　
和
風

濁
流
の
田
畑
け
ず
り
し
渋
海
川
崩
れ

し
土
手
に
ね
じ
り
花
咲
く

蝉
し
ぐ
れ
降
る
昼
下
が
り
今
日
も
又

　
　
　
　
　
し
か

草
刈
機
を
ば
確
と
握
り
て

そ
よ
風
は
稲
の
匂
い
す
青
田
原
吾
が

丹
精
の
稔
り
待
た
る
る

木
洩
れ
日
の
届
か
ぬ
坂
を
下
り
来
て

伊
豆
に
名
だ
た
る
浄
蓮
の
滝

豪
快
な
滝
の
下
な
る
瑠
璃
色
の
流
れ

に
沿
い
て
わ
さ
び
田
の
見
ゆ

ん
勘

痴
燃

　
　
D

“
う
”
騎
ぴ

イ
ノ
’

ア
ト

　
　
　
》
卿
＾

　
　
　
　
　
n

　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
。
．
∴

ね
・
ん

　
　
ヤ

■
ニ
ン
ジ
ン

貿
っ
L

　
の
ロ
サ秘

…
繭
…
＾
，
》

則●、

憶q曜
．
ノ

出
9
ビ
・
っ
し
た
の

か
し
ら

や
つ
亀
ん
　
r

こ
き
ン
ン
せ
ん
　
　
”

　
手
冨
傷
　
　
・

　
　
今
昌
り

　
　
　
特
勘
，
・

翠

胤
：

　
（

　
うo

レ

ロ

》
イ

《
4
㌧

戸う

　
●
’

評雪

　
　
ρ

な
ん
盲

詣
恥
？

　
　
　
　
O

　
ぐ

　
　
　
〃
、

　
　
　
（

〆グ

髭州
■【》

渉

．
簸

鰯鰹。
髄

（

　
園
芸
鵜
矯
譲
篭

　
　
鐵
　
塗
　
撫

　
　
　
　
　
　
　
麓
蒙
楼
科
》

　
原
産
は
中
国
と
言
わ
れ
て
い
る
。

室
町
時
代
か
ら
日
本
に
わ
た
り
栽
培

さ
れ
た
。
高
さ
三
～
四
材
で
直
立
し

枝
数
が
多
い
。

　
花
期
は
長
く
、
七
～
十
月
に
か
け

て
次
々
に
咲
き
六
～
十
独
．
の
五
弁
花

が
咲
き
乱
れ
る
．

　
栽
培
し
や
す
く
、
寒
さ
に
強
く
、

日
当
た
り
が
よ
け
れ
ば
ど
こ
に
も
育

つ
。
ム
ク
ゲ
の
名
は
、
モ
ク
キ
ン
、

モ
ク
キ
、
モ
ッ
キ
、
モ
ク
ゲ
、
ム
ク

ゲ
の
順
に
転
誰
し
た
と
い
う
。

ムクゲ

　　（木橦・橦）

rose　of　Sharon

654321 　
　
　
　
出
題
　
九
段
　
北
村
昌
男

　
●
ヒ
ン
ト
…
持
ち
駒
が
角
金
銀
な
ら

　
　
2
四
銀
、
2
二
玉
、
1
三
角
で
簡

　
　
単
で
す
が
。

　
　
1
0
分
で
2
級
、
4
分
で
二
段
。

　
　
　
　
　
　
　
持
駒
角
金
桂

一
二
三
四
五
六
七
八
九

巫

欝

票

飛

票

雪

財銀

　　　　　　　。穿旱量（o）し珪尋等彰

：1取’」∫r）号季乃4壱儲忌ア1箪雛回z

：渓マ（o欝回畢■z。手事穿旱呈」彰

三1り乃正＝z’「手ヂ》袈2。等＝■

り乃彰回みりo◎罫互z茸暫〈纏鶴〉

　　　　　　　　　　　。（譲旱量圭乙2

ヂ等三1’正三z’彰夏ε　’正回覧智

雛回z　’欝図’罫夏z〈鶴玉琳鉢罪〉
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擁一繕魅δ鞭団彰羅愛蝿 蘇鷺園鎭難類撫癒灘慧鵡

　　　かい　　と
関谷海門くん

　　4　歳
松代・旭堂旅館

　　　あ　　き
山岸亜紀ちやん

　　5　歳
片桐山・山岸建設

　　　　だい
高橋　大くん

　　4　歳
小荒戸・きぜん

酢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　　お詫びと訂正　　il　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　先月号のこの欄で「横尾友美i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

iさん」が「横尾友美くん」となってi
レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iいました。また、友美さんは年長i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

iの緑組できいろ組ではありませi
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

iん。ご迷惑をおかけしました。i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

iおわびして訂正いたします。　i
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

膨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

交通遺児等への

育成資金貸付
　自動車事故対策センターでは

交通遺児などへの育成資金の貸

付や、交通事故による重度障害

者に対する介護料の支給を行っ

ています。

　　　《育成資金の貸付》

【対象者】自動車事故で保護者

の死亡や重度後遺障害などで、

生活に困っているご家庭の遺児

【貸付額】

一時金（申込み時）146，000円

月額：18，000円、支度金（小・

中学校入学時）41，000円

【利　率】　無利子

【貸付期間】

　0歳から中学校卒業まで

【返済期間】中学校を卒業後し

て1年据置、20年償還（高校、

大学進学者は卒業まで免除）

【返済方法】月賦、半年賦均等

　　　《介護料の支給》

【対象者】自動車事故で脳や脊

髄を損傷し、重度の神経障害が

3か月以上継続し、介護が必要

になった時に支給します。

【介護料】日額4，000円（家族

が介護する場合は2，000円）

【問い合わせ先】　自動車事故

　　対策センター新潟主管支所

　　　　奮　025－283－1141

◎雇用保険法の改正により、平

成7年4月1日から60歳以上65
歳未満の被保険者には『高年齢

雇用継続給付』が、満1歳未満

の子を養育するため育児休業を

する被保険者には『育児休業給

付』が支給されます。

　給付を受けるためには「賃金

月額証明書」と「受給資格確認

票」をあらかじめ管轄のハロー

ワークヘ提出する必要がありま

す。該当する被保険者を雇用す

る事業主は、早めに手続きを行

ってください。

◎給付の支給申請書の受理は、

9月1日から開始しています。

◎詳しくは、管轄のハローワー

ク（公共職業安定所）までお尋

ねください。

ハローワーク安塚　盈02559－2－2039

ハローワーク十日町智0257－57－2407

ハローワーク上越　費0255－23－6121

働きたい・働いている

　　　あなたを応援する

2020
テレフォン新潟

生活改蕾　定期検診
　　　　　これが「がん対策」の三本柱です

わが国における死亡原因のトッブはが

ん。なんと、4人に一人ががんで亡くな

っていることになります。あなたは、自

　働き続けるためにお困りにな

っていることはありませんか。

「フレーフレーテレフォン新潟」では

育児・介護・家事などの情報を

無料で提供しています。困った

時はお気軽にお電話ください。

★相談内容の例

　育児＝保育園・保育ママ

　　　ベビーシッター会社等

　介護二高齢者福祉施設・制度

　　　在宅福祉サービス等

　家事二家政婦紹介所・

　　　家事代行業者等
★受付時問（祝・休日を除く）

　毎週月～金曜日　9：30～16：30

★連絡先　智025－243－2020

　　21世紀職業財団新潟事業所

　　自己チェック

分の体に気を配っていますか。働き盛り

の年齢に多いがんだからこそ、目ごろの

「がん対策」を怠ってほしくないのです。

　厚生省の1993年人口動態統計で、男性の肺がんによる死者が胃がんに

よる死者を上回り、がんによる死者の第一位になったことが明らかにな

りました。日本人のがんが、欧米型に近づいたということでしょう。喫

煙習慣のまん延と、欧米化した食生活がこの傾向を招いていると考えら

れています。日本では、毎年約40万人ががんにかかると推計されていま

すが、がんの増加傾向は今後も続くと予測され、西暦2000年には約50万

人ががんにかかり、死亡者も約30万人に達するといわれています。

漉弼 000・ o
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介護休業制度が

　　　　法制化
　　　★★主な内容★★

◎配偶者・子・父母・配偶者の

　父母等を介護する労働者は、

　申出により

　①連続する三月を限度として

介護休業をすることができます。

　②連続する三月（介護休業を

した期間があればそれも含む）

以上の期間について、事業主が

行う勤務時間の短縮等の措置を

受けることができます。

◎国は育児や家族の介護を行う

　労働者等に対して支援措置を

　行います。

※介護休業制度等は、平成11年

4月1日（一部、平成7年10月
1日）から施行されます。

※施行前においても、できるだ

け早い導入が望まれており、介

護休業制度導入奨励金等が支給

されます。

　詳しくは、新潟婦人少年室へ

おたずねください。

　　　　　智　　025－266－0047

　人権侵犯・土地・建物・相続・

家庭・損害賠償・いじめ・その

他日常生活の心配でお困りの方

の相談に応じます。

　秘密は絶対に守られますから

お気軽においでください。

《と　き》平成7年10月13日㈲

《ところ》松代町総合センター

《担当者》

　人権擁護委員・法務局職員

15

　　中小企業の皆さんへ

　労働時間短縮支援センター新

潟県支部では、週40時間労働制

が猶予されている労働者300人

以下の中小企業の時短を応援す

るために、省力化投資等または

新たな雇入を行い、週所定労働

時間を短縮した際に最高375万

円の奨励金を支給しています。

　時短に取『）組む中小事業主さ

んは積極的にご活用ください。

㊧すでに週40時間労働制が適用

となっている金融業・通信業等

や、特例措置の対象となってい

る労働者が9人以下の商業、映

画・演劇業、保健衛生業及び接

客娯楽業の事業場は支給対象に

なケ）ませんのでご注意ください。

☆時短奨励金制度の詳しい内容

については、

　労働時間短縮支援センター

　　　　　　　新潟県支部
（新潟県労働基準協会連合会内）

　〒951新潟市川岸町1－48－1

　　　　盈　　　　025－267－1721

　　　FAX　O25－233－5330

ふるさとCM大賞
　　作品募集！グ

　B　S　N新潟放送では、第4回

ふるさとCM大賞の作品を募集
しています。

　8mmビデオかVH　Sビデオを

使い、松代町の特徴を60秒以内

にまとめ、ユニークに表現して

ください。

　応募された作品は入賞の如何

にかかわらず、平成8年の1月

上旬から3月中旬にかけて放送

される予定です。

〔資　格〕アマチュア作品に限る

〔著作権〕B　S　N新潟放送に帰属

〔募集期間〕11月末まで

〔応募先〕盈025－267－4111

　B　S　N新潟放送ふるさとC　M大賞係

ご注意〃停電の
　　　　　　お知らせ

【日　時】平成7年10月22日（日）

　　午前3時30分～3時40分
　　松代変電所が停電のため。

【停電区域】松代町の全域

【問い合わせ先】㈱東北電力

　　十日町営業所・お客様係

　　　　智　　0257－52－3107

　　　　　　担当　仙田まで

日常生活の小さな疑問から

　　　　　法律・健康まで

幕臓灘鐵難鞭騒獺談

　新潟県勤労者福祉厚生財団で

は暮らしに係る日常のあらゆる

生活相談から法律、健康問題な

どについて郵便による各種相談

活動を行っています。

　相談範囲、方法等は下記のと

お『）で常時受け付けています。

★相談範囲：金融全般、サラ金、

　不動産等のトラブル、医療・

　健康、教育、労働、経済、法

　律、税金、年金・恩給、園芸、

　通信販売、消費一般、料理、

　冠婚葬祭、催事その他暮らし

　に関する全般

★相談方法（メール相談）

　相談用紙に住所、氏名、年齢、

　職業と相談内容を明記のうえ、

　返信用封筒に回答書送付先を

　明記して下記宛に送付願いま

　す。

　なお、相談用紙は、お手持ち

　の便せん等を使用されても構

　いません。

★あて先：〒951新潟市寄居町

　　332－38　新潟県労働金庫内

　新潟県勤労者福祉財団

　　「暮らしなんでも相談室」

★相談期間：常時受け付けます。

★その他：①県民であればどな

　たでも相談を受けられます。

②電話による相談はご遠慮願

　います。③回答はメール（郵

　便）で行います。④ご相談内

　容の秘密は厳守します。

★問い合わせ先：新潟県勤労者

　福祉財団　事務局　荒川悦雄

　　　　　盈　　025－228－3411
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。
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暮
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す
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き
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。
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松
代
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だ
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た
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。
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事
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か
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寮

母
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て
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せ
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た
だ
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て
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ま
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。
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ー
ン
す
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別
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寮
母
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い
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い
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で
す
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、
松
代
で
も
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う
し
て
大
好
き
な
お
年
寄
り
の
方
々

と
接
す
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
嬉
し
く
あ

り
が
た
い
こ
と
は
、
お
年
寄
り
か
ら

「
よ
く
帰
っ
て
来
て
く
れ
た
の
」
と

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
時
で
す
。

　
老
人
福
祉
に
少
し
で
も
い
い
か
ら

役
に
立
て
た
ら
い
い
と
思
い
、
今
も

続
け
て
い
る
仕
事
で
す
が
、
逆
に
私

が
教
わ
る
こ
と
ば
か
り
で
、
毎
日
が

勉
強
で
す
。
人
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先
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か
ら
学
ぶ
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は
と
て
も
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き
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る
く
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も
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こ
こ
松
代
町
で
の
い
ろ
ん
な
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会

い
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に
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も
頑
張

っ
て
い
き
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い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　男　　2，372人　　（＋1人）

　女2，435人（一1人）
　計4，807人（±O人）
世帯数1，483世帯（＋3世帯）

　出生2人　　死亡8人
　転入18人　　転出12人

　　　（7年8月末日現在）

一人ロの動き一

圖
園
圓
圃

▼
地
球
が
誕
生
し
て
約
四
十
六
億
年
、

ヒ
ト
の
祖
先
の
誕
生
も
は
る
か
二
百
万

年
前
と
の
こ
と
。
終
戦
記
念
日
の
夜
、

ふ
る
さ
と
会
館
で
は
近
来
に
な
い
人
出

の
中
で
松
代
区
の
盆
踊
り
が
お
こ
な
わ

れ
、
旧
知
の
友
と
も
久
し
ぶ
り
の
再
会
。

そ
の
た
め
の
興
奮
の
せ
い
か
、
当
日
は

家
に
帰
っ
て
も
な
か
な
か
寝
つ
か
れ
ず

に
星
空
を
眺
め
な
が
ら
瞑
想
に
耽
り
ま

し
た
。
▼
戦
後
五
十
年
と
い
っ
て
も
た

か
だ
か
半
世
紀
、
人
類
の
歴
史
と
比
較

し
て
も
ほ
ん
の
瞬
間
。
そ
の
瞬
間
で
も
、

戦
禍
に
ま
み
れ
た
方
の
ご
苦
労
は
想
像

も
で
き
な
い
程
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
願
わ
く
ば
『
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

続
く
戦
後
』
で
あ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。
▼
こ
の
広
報
の
発
行
日
か

ら
、
千
九
百
三
十
六
回
の
平
和
な
夜
を

過
ご
し
目
覚
め
る
と
新
世
紀
。
お
月
様

の
邪
魔
に
な
ら
ぬ
よ
う
夜
空
の
片
隅
に

そ
っ
と
夢
を
描
い
て
み
ま
し
た
。
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圃圃4》團回
（7月26日～8月25日受付）

　幸せ多い人生を（結婚）

佐藤勝之・本柳幸子さん

　　　　　　　　　　　（松代）

　げんきな良い子に（出生）

　　ふう　か
田邊楓香ちやん伸一・・由美江さん

　　（女の子・松代・むさしや）
　　　らい小島　来ちやん昭夫・美津子さん

　　（男の子・松代・釜田住宅）

　ご冥福を祈ります（死亡）

小島チョさん　　　　85歳

　　　　　　　　（犬伏・金八）

佐藤ウメ子さん　　53歳

　　　　　　（室野・ふくいだ）

山岸良平さん　　　　75歳

　　　　　　　　（峠・山田屋）

中沢正敏さん　　　　37歳

　　　　　　（木和田原・田中）

小野島正守さん　　　88歳

　　　　　　　　（会沢・お前）

志賀ヒデさん　　　80歳

　　　　　　（千年・あぶらや）

小島　勝さん　　　　51歳

　　　　　　　（犬伏・小島屋）

池田　弘さん　　　　83歳

　　　　　　（莇平・由右工門）

　　oこわず
　としさむ　　　　　　　しょうはく　　しぽ　　　　　おく

＊歳寒くして松柏の凋むに後る
　　しるを知る

　異常な寒さだとマツやコノテ
　　　　しお
ガシワの萎れるのがおそいこと

から、ふだんはわからなくても、

何事か起こった時に初めてその

人の真価が表れる、ということ。
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